
松平試農場の創設 

 

 越前松平家 18 代当主の松平康
やす

荘
たか

は、農業の振興を立国

の柱に据えようとした祖父春嶽の意志を受け継ぎ、22 歳

のときに英国のサイレンセスター王立農学校に留学。最先

端の知識を吸収し、帰国後の明治 26 年（1893）、旧福井城

内に松平試農場を創設します。本丸から三の丸にかけて開

墾し、果樹や野菜など多様な農作物を栽培しました。 

本展示では、松平文庫の資料や坂井高校から寄贈された

蔵書の一部を展示し、松平試農場の沿革とその功績を紹介

します。  

松平文庫テーマ展 34 お城のあとが果樹園に！～松平試農場の記録と蔵書～ 

松平試農場（明治 42 年） 原本写真:福井市立郷土歴史博物館蔵 


